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地域と学校が協力し合い、児童生徒の健全な育成や地域の活性化を進める「地域学校協働活
動」。教育委員会と各学校との間では、この「地域学校協働活動」を二つの側面でとらえ、その
推進を図っています。
一つは、主に学校の教育活動に地域の方々の参加をお願いする「学校支援」です。現在、授業

や学校行事への参加やサポート、登下校の見守り、校内除草や花壇づくり、休み時間の児童見守
りなど、様々な形でこの「学校支援」が行われています。
もう一つは、地域の活性化や世代間の人々の関わりの深まりを目指して、児童生徒が地域のた

めにボランティア活動などを行う「地域づくり・地域貢献」です。これまでも市内の中学生が、
♬ 吹奏楽部による公民館主催のお祭り行事での演奏

美術部による公民館等への作品展示
✒ 中学生による公民館のお祭り行事の運営協力

といった地域行事への協力を行ってきました。
この二つの側面を軸にして、各校が取手市版「地域学校協働活動」を進めていくように、今後

も学校運営協議会での話し合いやボランティアの募集、地域諸団体との連携などに取り組みます。

今回は、５月に実施された地域行事に、二つの中学校の生徒たちが参加し、ボランティア活動
をしてきた様子と今後の取組に関する内容をお伝えします。

久賀公民館で毎年開催されている「ペタンク大会」に、
藤代中学校の１年生がボランティアとして参加しました。
「ペタンク」というスポーツは、金属製のボールを目標に投げ合い、目標との近さ
を競う競技で、あの木村拓哉さんが映画「ＨＥＲＯ(2015)」の中でも競技してい
ました。この日は多くの地域住民の方々が参加されました。
前号でも取り上げたとおり、藤代中学校では、１年生全員に向けた、『自分たち

の地域のためにできること、やってみよう』という呼びかけのもと、授業の一環として地域行事
などにボランティアとして参加する取組を開始しました。この「ペタンク大会」はその第１弾と
して、５月２４日、久賀公民館に計１２人の１年生が集まり、運営のお手伝いをしたものです。
中学生たちは、＜ゲーム進行のアナウンス＞＜計時（タイムキーパー）＞＜対戦結果まとめ＞

の三つの役割を担いました。前後半に分けて、
それぞれ６人ずつの中学生がこうした活動を
熱心に行い、休憩時間には自分たちもペタン
クに興じ、参加された方から拍手をもらって
照れる顔も見られました。
運営側に元久賀小学校のＰＴＡ会長さんた

ちがいらっしゃったこともあり、中学生を温
かく受け入れてくださいました。中学生たち
も安心してボランティア活動に取り組むこと
ができました。

今年で第３回目となる戸頭町会主催の「子どもフェスティバル」が、５月２５
日、とがしら公園で開催されました。このフェスについては、５月２９日付の茨
城新聞でも、「水鉄砲や紙飛行機 子どもたち楽しむ」という小見出しで紹介さ
れました。
戸頭中学校の２・３年生で構成する生徒会本部役員は、このフェスのために町

会の実行委員会の方と数回話し合いをもち、生徒たちからのアイディアとして、
「粘土遊び」や「型抜き」などが新たなイベントとして採用されました。当日は
３年生が修学旅行のため参加できませんでしたが、２年生の生徒会役員と２年生
有志１０人がボランティアとして参加協力しました。

小学校低学年から年下の幼児を対象に、お菓子釣りや糸電話、シャボン玉などたくさんの遊び
に参加してもらい、中学生たちも積極的に
子どもたちに応対し、共に楽しそうな表情
がたくさん見られました。
このフェスの実行委員の中に、戸頭小中

学校の学校運営協議会の委員の方々がいら
っしゃったこともあって実現したこのコラ
ボ。中学生たちにとっても貴重な経験とな
ったことでしょう。

６月１０日（火）、高須公民館の館長さんと、藤代南中
学校生徒会役員の２年生２人が、７月２７日（日）に開催
予定の「高須ふれあいフェスティバル」について打ち合わ
せを行いました。
高須のフェスティバルには、昨年度は藤代南中学校の美

術部の生徒たちがお手伝いに行きましたが、今年度は生徒
会本部役員の２年生と有志のボランティア生徒たちで協力
していく予定です。
公民館長さんとの打ち合わせでは、昨年のフェスティバ

ルの様子を聞いた上で、今年は二つの取組に協力してほし
いという要望をお聞きしました。一つは昨年同様、スタンプラリーの受付や景品を手渡す役割。
そしてもう一つは、南中生徒会オリジナルのイベントコーナーの運営です。フェスティバルでは、
飲食系の出店・レストランの他、パトカーや消防車の乗車体験・ぬり絵・スイカ割り・ストラッ

クアウト（ボール的当て）などが行われる予定ですが、
それに加えて中学生が考え、自ら運営するコーナーを任
されました。今後、生徒会役員を中心にアイディアを出
し合い、フェスティバルでのボランティア活動に向けて
準備していきます。
藤代南中学校では、８月に行われる桜が丘地区のお祭

りにも、生徒会が中心になってボランティアとして参加
していく計画があり、代表の方との打ち合わせが予定さ
れています。「地域と関わる生徒会活動」に期待したい
と思います。


